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無限に広い平面に電荷が、電荷の面密度（単位面積あたりの電荷）σで、一様に分布して
いる。次の問いに答えよ。

1. 表面付近における電気力線の向きはどうなるか。
2. 閉曲面として、底面積が Aの円筒を考え、静電場に対するガウスの法則を適用して、
平面の上下における電場の強さを求めよ。

(略解例)

1.（電荷が正の場合。）電気力線は帯電面から垂直に、一様な密度で上下に伸びていく。
すなわち、上面では上向きに，下面では下向きに向かう。

2. 設定された円筒内の電荷は Aσであるから、ガウスの法則より
∫ ∫

E · ndA =
Aσ

ε0

→ E · A + E · A =
Aσ

ε0

→ E =
σ

2ε0
. (1)

ここで、電気力線は円筒の上下の底面に垂直な方向成分のみをもつこと、上面におい
ては電場ベクトルEの向きと外向き法線ベクトルnの向きが共に上向きで、下面にお
いてはEの向きとnの向きが共に下向きであることを用いた。


